











ている｡ そのコンテクス トとしては,大学進学率の著 しい上昇による大学生数の増加,18
歳人口の減少傾向の継続,パソコンを利用 したインターネットの著 しい普及によるさらな
る国際化 ･情報化の進展,日本社会における高年齢化と生涯学習ニーズの高まりなど,実
に様 々な要素が考えられる｡このような状況に対応すべ く大学教育の目的の見直 しや教育
内容,教育方法,また,教官の研究内容 ･方法等についての改善が,今まさに取 り組まれ
つつあるところである｡
大学英語教育学会 (JACET)は,いち早 く,大学の教育課程における外国語 (英語)料
目に関する教育改善のための提言を行 っている (1992年 7月) 10
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にある｡ したがって,大学における英語教育の実施にあたっては,言語運用能力つま
り人間の言語によるコミュニケーション能力の養成を第一とすべきである｡ 外国語に
よるコミュニケーション能力とは ｢聞くこと｣ ｢話すこと｣ ｢読むこと｣ ｢書 くこと｣
を基礎とする組合的な能力である｡』
長崎大学における英語教育 (全学教育 ･外国語科目 ･英語)においても,1994年 (平成 6
年)4月から,授業科目が ｢英語コミュニケーション系｣と ｢総合英語系｣に整理されて
いる｡ JACETの提言にもあるように,これらの科目における英語を用いてのコミュニケー
ション活動とは,英語を用いて ｢聞 く｣ ｢話す｣ ｢読む｣ ｢書 く｣という総合的な言語活




導を通 じて,経験的に感 じ取 っているものである｡ ところが,様々な入学試験の関門をく
ぐり抜け長崎大学に入学 してくる学生に対 して,基礎的英語学力を客観的に調査 しようと
する試みは現在まで殆ど行われておらず,その実態はよくわかっていないのが現状である｡
そこで,本小論は,全学教育 ･英語の授業を担当する数名の英語教官 (常勤 ･非常勤)
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2.5.調査手順
調査は通常の授業 (90分)の中で実施 し,被調査者は調査日的 (授業の評価には全 く関係
なく,単に英語の基本的語法 ･文法知識の定着度を調べること)を聴いた後,調査用紙に
記載されている問題を解き,その解答をマークシー トに記入 した5.なお,調査時間は3名
の調査者の協議 (授業実践に基づ く経験的基準)の上20分に設定 した｡
3.データの集計 ･処理 ･分析と考察
3.1.データの集計 ･処理
カテゴリカル ･デ｣夕として正解で 1,不正解ならば0で,各問題毎に集計 ･処理を行っ
た6｡ 表 2は,各問題毎の不正解数 ･正解数 ･全体数 ･正答率を示 したものである｡
表 2:各問題の不正解散 ･正解数 ･全体数 ･正答率




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































また,表 3は上記の2億型カテゴリカル ･データ (lorO)を間隔 ･比率尺度データとし
て再処理 (各間者において正解なら2点,また不正解なら0点とし,50等全問正解で100点
とする) し,調査対象者 (278名)に関 して平均点 ･標準偏差 ･最高点 ･最低点を求めたも
のである｡
表 3:総計 (50問題)の平均点 ･棲準偏差 ･最高点 ･最低点
平均点 標準偏差 最高点 最低点
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図 1:得点の度数分布表
2015 ■-
5 15. 25 35 45 55 65 75 85 95
3.2.2.高 ･低正答率問題
ここでは,上記の全体的傾向を踏まえ,個々の問題について,正答率の高かった問題と
低かった間接とを,それぞれ上位10項目について整理 し,表 4と表 5に示す.
蓑4:正答率の高かった10項目
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表 5:正答率の低かった10項目








































表 6は各文法項 目における不正解数 ･正解数 ･正答率および全文法項 目の平均正答率を
示 した ものである｡
表 6:各文法項目における不正解散 ･正解数 ･正答率および全文法項 目の平均正答率
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(4) 不定詞
この項目全体の正答率は68.0%であり,予想外に低かったと考えられる｡ その出題内容と
各問題の正答率の内訳は,問題(40)57.9% (独立不定詞),問題(41)67.3% (to一不定詞 ･












じ出題であっても正答率はもう少 し高かったのではないかと考えられる｡ また,主語 (人




























ら適切な関係副詞が判断 しやすかったためと考えられる｡ 関係代名詞 who･which･whose
の用法に関しても,ほほ85%を超える正答率であり,先行詞の種類 (人 ･物)や文脈から主
格 ･所有格 ･目的格の関係代名詞を適切に選択することがほぼ定着 しているように思われ
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OO 接続詞
接続詞の定着度の測定は,助動詞と同じように行われたが,表 6の正答率 (77.2%)から




























ぞなぞの答え｣と処理 ･理解 し,日本語の ｢の｣に対応するものとして前置詞 òf"を遵ん
だのではないかと考えられる｡



































































































































































統計量 自由度 1%点 5%点 P値
535.13 11 24.73 19.68 く.0001
この検定表により12個の文法項 目の定着度は一様でなく [x 2(ll)-535.13, p<.
0001],項目間によっては定着度の差があることが理解できる｡では,どの項目間に差が
あるのであろうか｡このことを特定するために,表 7において序列化された文法項目に関
してボンフェローこ (比率)による多重比較検定9を行った.表 9はその検定表 (同時信頼
域表)である｡
表 9:ボンフェローニ (比率)による多重比較検定 (同時信頼域衰)
文法項目1 文綱 目2 書芸慧昆去量 精度 下限値 上限値 (有意是 ｡.05)































































表 9より, 1)関係詞と比較,比較と動名詞,動名詞 と助動詞,助動詞と接続詞,不定
詞と仮定法,仮定法と時制,時制と分詞,分詞と強調,強調 と文型,文型と前置詞,の定
着度の間には統計的有意差 (有意水準 5%)が認めらられず (下限値 ･上限値がそれぞれ
0.058･0.029,-0.109･0.029,-0.056･0.079,-0.069･0.031,-0.051･0.085.-0.064･
0.062,-0.046･0.060,-0.047･0.085,-0.101･0.044,-0.044･0.075で,いずれにおい











英語基礎学力診断テス ト｣を実施 し,長崎大学 1･2年生の基礎的英語学力を客観的に把
握することをその目標とし,そのテス ト結果を分析 した｡分析の便宜上,12の文法項目にグ
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Appendix:各問題における選択肢の選択数および選択率 (%)
1番の 2番の 3番の 4番の 5番の 合計 1番の 2番の 3番の 4番の 5番の
問題 1 76 123 36 38 0 276 27.5 44.6 13.0 13.8 0
問題 2 4 0 247 27 0 278 1.4 088.8 9.7 0
問題 3 17 6 219 35 0 Z77 6.1 2ー7 79.1 12.6 0
問題 4 21 0 2 255 0 278 7.6 0 0.7 91.7 0
問題 5 156 33 71 17 0 277 56.3 ll_9 25_6 6.1 0
問題 6 12 241 21 4 0 278 4.3 86.7 7_6 1.4 0
問題 7 4 242 15 17 0 278 1.4 87_1 5.4 6.1 0
問題 8 1 7 1 269 0 278 0.4 2_5 0.4 96.8 0
問題 9 7 1 252 17 0 277 2.5 0.4 91.0 6.1 0
問題10 158 98 15 7 0 278 56.8 35.1 5.4 2.5 0
問題11 20 0 24 233 0 277 7.2 0 8.7 84.1 0
問題12 38 ZOZ 24 13 0 277 13.7 72.9 8.7 4.7 0
問題13 43 10 10 214 0 277 15.5 3.6 3.6 77.3 0
問題14 ll 15 29 223 0 278 4.0 5.4 10.4 80.2 0
問題15 ll 50 58 158 0 277 4.0 18.1 20.9 57.0 0
問題16 63 27 46 142 0 278 22.7 9.7 16.5 51.1 0
問題17 21 52 185 15 0 273 7.7 19.0 67.7 5.5 0
問題18 2 265 5 4 0 276 0.7 96.0 1.8 1.4 0
問題19 4 58 207 9 0 278 1.4 20.9 74.5 3.2 0
問題20 13 16 240 7 0 276 4.7 5.8 87_0 2.5 0.
問題21 5 70 170 31 0 276 1.8 25.4 61_6 ll.2 0
問題22 54 204 15 4 0 277 19.5 73.6 5.4 1.4 0
問題23 0 1 10 267 0 278 0 0.4 3_6 96.0 0
開港24 27 13 54 182 0 276 9.8 4.7 19.6 65.9 0
問題25 195 15 52 15 0 277 70.4 5.4 18_8 5.4 0
問嶺26 9 28 30 211 0 278 3.2 10.1 10_8 75.9 0
問題27 125 37 75 40 0 277 45.1 13.6 27.1 14.4 0
問題28 15 9 231 21 0 276 5.4 3.3 83.7 7.6 0
問題29 25 2 4 247 0 278 9.0 0.7 1.4 88.8 0
問題30 40 39 167 31 0 277 14.4 14.1 60.3 ll.2 0
問題31 86 98 19 51 16 270 31.9 36.3 7.0 18.9 5.9
問題32 12 236 9 14 4 275 4.4 85.8 3.3 5.1 1.5
間趨33 25 237 2 ll 0 275 9.1 86.2 0.7 4 0
問題34 15 144 59 49 0 267 5.6 53.9 22.1 18.4 0
問題35 3 220 3 48 0 274 1.1 80.3 1.1 17.5 0
問題36 7 ll 17 237 2 274 2.6 4.0 6.2 86.5 0.7
問題37 31 10 36 4 191 272 ll.4 3.7 13.2 1.5 70.2
問題38 ll 33 77 144 0 265 4.2 12.5 29_1 54.3 0
問題39 1 2 211 22 34 270 0.4 0.7 78.1 8.1 12.6
**長崎外国語短期大学 ･助教授｡長崎大学全学教育 ･非常勤講師｡英語コミュニケーションⅢ,
総合英語Ⅲ･Ⅳ担当｡***長崎大学大学院教育研究科 (英語教育専修) 1年次在籍｡
